
＜地域資源を活用した商品製造を行っている事例＞
山形県三川町 「みかわ産業団地」

○ 三川町のみかわ産業団地では、米の集出荷保管施設や農産物加工品の製造工場が立地し、農業を基盤と
した町の経済に貢献。

○ また、 高速交通網や鶴岡市・酒田市へのアクセスの良さから、各種の製造業や運送業などの立地が進んだ
結果、地域の雇用の場確保に貢献（団地内の雇用230名のうち、地元雇用225名）。

［みかわ産業団地の状況］

（１）地区名：三川地区

（２）団地名：みかわ産業団地

（３）策定年度：昭和47年度

（最終変更：令和３年度）

（４）計画策定主体：三川町

（５）施設用地面積：8.5ha

（６）操業企業数：７社

三川町実施計画の概要

位 置 図

三川町の農業概要

三川町は、山形県の北西部、庄内

平野のほぼ中央に位置し、標高差の

ほとんどない平坦な地形を呈してい

る。また、町内を３つの川（赤川・藤島

川・大山川）が流れ、全国でも有数の

穀倉地帯を形成している。

なお、総面積33.22㎢のうち、農地が

66.9％となっている。農業を基幹とし

た町である。

［ 地元産米を使った加工品 ］

（令和５年４月１日現在）

うち地元雇用
者数（人）

従業員数
（人）

操業
年度

立地面積
(ha)

業種名

1818Ｈ160.6卸売業

2224Ｈ190.8道路貨物運送業

99Ｈ190.6その他鉄鋼業

66Ｈ220.4食料品製造業

126129Ｈ281.3道路貨物運送業

4141Ｈ303.0金属製品製造業

33Ｒ11.8農畜産物・水産物卸売業

山形県三川町

企業の立地状況


